
【感染予防対策と運営方法】
皆様に安心してご参加いただくために
□開会式・閉会式は、放送にて執り行う。
□会場内では、必ずマスクを着用する。
□選手は、熱中症防止のため、試合時並びに試合会場で防具を着装しているときは、マス
クの着用は任意とする。
□応援、観戦者は観客席での観戦とし、試合会場へは、役員・選手・審判・監督・運営ス
タッフ・引率者以外の入場は禁止する。
□開会式は、試合準備をして執り行う。第 1 試合、第 2 試合に出場の選手は、開会 5 分前
には試合コートに集合すること。
□表彰式は、午前 ( 少年部門）と午後 ( 高校生・一般部門 ) に分けて行う。
□原則、試合終了後は、被表彰者以外は帰宅できるようにする。
( 参加者が遵守すべき事項 )
① 参加者全員の調査票 ( 新型コロナウイルス感染防止チェックリスト ) 提出並びに当日の
検温を実施する。参加者から以下の情報の提出を求める。
　□（氏名、年齢、住所、連絡先（電話番号）□利用当日の体温
② 以下の事項に該当する場合は、自主的に参加を見合わせること
　（利用前１週間以内における以下の事項の有無）
　ア 体調がよくない場合（例：発熱・咳・咽頭痛などの症状がある場合）
　イ 同居家族や身近な知人に感染が疑われる方がいる場合
　ウ 過去１週間以内に政府から入国制限、入国後の観察期間を必要とされている国、地
域等への渡航又は当該在住者との濃厚接触がある場合
③ マスクを持参すること（スポーツを行っていない際や会話をする際にはマスクを着用す
ること）
④ こまめな手洗い、アルコール等による手指消毒を実施すること
⑤ 他の参加者、主催者スタッフ等との距離（できるだけ２ｍを目安に（最低１m））を確保
すること（障がい者の誘導や介助を行う場合を除く）
⑥ イベント中に大きな声で会話、応援等をしないこと
⑦ 感染防止のために主催者が決めたその他の措置の遵守、主催者の指示に従うこと
⑧ 大会終了後１週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者に対し
て速やかに濃厚接触者の有無等について報告すること
□愛媛県の「新型コロナウイルス感染症予防ガイドライン」に準ずること

【参加上の注意事項】
(1) 各所属団体にて、各自スポーツ傷害保険に加入済みであること。
傷害においては引率団体の責任で対応すること。

(2) 参加者は、各自の責任において健康管理に十分に配慮し参加すること。
(3) 試合場で呼び出してもいない選手は失格とする。
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【感染予防対策と運営方法】2
スポーツイベント開催チェックリスト
運営、マスクの着用等
□運営スタッフは、全員フェイスシールドを着用する。( マスク併用推奨 )

□手指消毒剤を設置する

（受付、大会本部、コート本部２カ所、合計４カ所）

入場制限について
□応援、観戦者は観客席での観戦とし、試合会場へは、役員・選手・審判・監督・運営ス

タッフ・引率者以外の入場は禁止する

当日の参加受付時の対応
□受付窓口には、手指消毒剤を設置する。

□発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は入場しないように、貼紙等によ

り注意を促す。

□人と人が対面する場所は、アクリル板、透明ビニールカーテンなどで遮蔽する。

□参加者が距離をおいて並べるように目印の設置等を行う。

試合場内における写真撮影（含・ビデオ撮影）について
□試合場内における写真撮影は、許可する。

□競技の支障にならないよう、ソーシャルディスタンスに留意しながら、マナーを守って撮

影するように注意喚起する。

熱中症予防の水分補給について
□少年部参加者の保護者に、試合会場に入場する際には、熱中症予防の水分補給のため、

水筒を持たすなど、配慮するように注意喚起する。

感染防止措置の周知
□「参加者が遵守すべき事項」を参加者に事前案内周知し、会場に掲示する。

□愛媛県の定める「新型コロナウイルス感染症予防ガイドライン」に準ずる

新型コロナウイルス感染防止責任者　村上　泰史
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